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たくさんの人が 

「同じことを考え」ていても 

各自自分の考えを出し合うと 

当然ひとりひとりの表し方は違うから 

その場にたくさんの、少しずつ「違う考え」が集まってくる 

そうすると 

ひとりひとりが、出てきたたくさんの考えを自分なりにまとめて 

各自それなりに納得できる「私の今の考え」にたどり着く 

ひとりひとりの「今の考え」は 

いずれまた 

たくさんの人たちの考えや新しい見方に触れて考え直されて 

変わってゆくし、多分、もっと良くなる 

学ぶとは、こういうことの繰り返し 

だから、誰でもいつでも学んでいるし 

誰の学びにも終わりがない 
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この報告書に関するご意見・ご感想をお待ちしています。 
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